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令和３年第２回定例会　一般質問



１  議　員 一問一答方式

１ 　コロナワクチンの予約と接種状況について 市 長

副 市 長

（１） 　ワクチン接種予約の方法と状況について 関 係 課 長

（２） 　アナフィラキシー等のワクチン副反応について

（３） 　接種状況の現状とキャンセルの場合の対応について

（４） 　各年代に対する接種見通しについて

（５） 　全市民の接種完了の見通しは

２ 　新型コロナウイルス感染症対策について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

３ 　市庁舎に関する外部検討委員会の在り方について 市 長

副 市 長

（１） 　委員会構成と発足までの経緯について 関 係 課 長

（２） 　耐震診断と現庁舎の施設整備の在り方について

（３） 　今後の方向性について

堀内　貴志

　学校内外における児童生徒に対する感染症予防対策と
学校行事への影響
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２  議　員 一問一答方式

１ 　台風大雨対策について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　その他河川で修復の済んでいない所の状況は

２ 　避難所について 市 長

副 市 長

（１） 　水之上地区、中央地区の避難所人数制限は 関 係 課 長

（２） 　避難所の換気について

（３） 　福祉避難所の受入れについて

（４） 　ＦＭたるみずを使った情報提供はできないのか

３ 　ワクチン接種について 市 長

副 市 長

（１） 　ワクチンの供給状況は 関 係 課 長

（２）

（３） 　64歳以下のワクチン接種について

（４） 　中学生・高校生へのワクチン接種はどのように

新原　勇

　本城川の寄り洲除去作業の進捗状況は（水位以下の掘
削は）

　集団接種の一日の最大接種人数及び接種の打ち手の確
保状況は
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４ 　垂水中央運動公園について 市 長

副 市 長

（１） 　今年度の改修計画は 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　児童広場の死角について

（３） 　武道館のトレーニング機器について

（４） 　防犯カメラの設置について
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３  議　員 一問一答方式

１ 　市政について 市 長

副 市 長

（１） 　錦江湾横断道路について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　湾岸道路について

（３） 　垂水市新庁舎整備基本条件調査委託費について

（４） 　公共施設等個別施設計画について

（５） 　インボイス制度について

２ 　教育行政について 市 長

副 市 長

（１） 　わいせつ教員対策法成立について 教 育 長

関 係 課 長

池山　節夫
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４  議　員 一問一答方式

１ 　人口減少対策について 市 長

副 市 長

（１） 　移住促進３事業の現況について 関 係 課 長

ア

イ

ウ

エ 　フェリー代等補助について

（２） 　若年層定住促進事業と婚姻増について

ア

イ

２ 　桜島・錦江湾ジオパークエリア拡大と高隈山・猿ヶ城渓谷 市 長

副 市 長

（１） 　高隈山登山の猿ヶ城ルート通行止めについて 関 係 課 長

ア

　令和２年の移住者世帯数と人数、若者世代数や移
住元区分を伺う

　県のＡＩ婚活事業への取組参加で婚姻率アップ策
を

　移住者の実績をどう評価し、今後の取組に活かし
ていくか伺う

　就地としての「特定地域づくり事業組合」の検討
を

　結婚新生活支援事業・子育て世帯住宅取得費助成
金事業の実績と評価、今後の取組について

　いつから、どんな状況、理由で通行止めとなり、
復旧がなされていないのか

前田　隆
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（２）

ア

（３）

３ 　本市の農業担い手について 市 長

副 市 長

（１） 　新規就農者の受入れ態勢と支援策について 関 係 課 長

ア

　流されたままの猿ヶ城キャンプ場のばくち吊橋と鉄山
吊橋について

　流されたままの理由と大隅自然休養林としてキャ
ンプ場を開設した経緯・目的を伺う

　桜島・錦江湾ジオパークの自然エリアとして高隅山・
猿ヶ城渓谷をどのようにＰＲし、観光振興を図っていく
のか伺う

　新規就農希望者が稲作農業を志した場合の家や農
地、技術指導・農機具や経済支援・生活問題等につ
いて現状を聞く
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５  議　員 一問一答方式

１ 　産後ケアの拡充について 市 長

副 市 長

（１） 　本市の取組状況について 関 係 課 長

（２） 　対象者の拡充と通所型サービスの提供に向けて

２ 　子どもの権利としての養育費・面会交流の取組について 市 長

副 市 長

（１） 　国・県・本市の取組状況について 関 係 課 長

（２） 　今後の方向性と取組について

３ 　今後の小学校の在り方について 市 長

副 市 長

（１） 　現状を踏まえた取組について 教 育 長

（今後の牛根３校並びに全市的な方向性について） 関 係 課 長

（２） 　「地域の声」をどう把握するか

森　武一
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６  議　員 一問一答方式

１ 　新型コロナウイルス感染症影響による支援事業について 市 長

副 市 長

（１） 　水産業者、商工業者持続化給付金について 関 係 課 長

（２） 　営農継続緊急支援給付金について

２ 　家屋全棟調査について 市 長

副 市 長

（１） 　調査結果は 関 係 課 長

（２） 　新たな課税額と減税額は

（３） 　空家の状況は

（４） 　調査の結果をどのように受け止めているか

３ 　災害対策、災害復旧について 市 長

副 市 長

（１） 　市木地区について 関 係 課 長

ア

イ 　要望箇所の推進状況は

梅木　勇

　城山地区のこれまでの復旧状況は（これからの復
旧進捗計画は）
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７  議　員 一問一答方式

１ 　新庁舎について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

２ 　道の駅たるみずはまびらについて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　バス運行は他の目的で使用することはできないか

３ 　ごみステーションについて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

　令和元年度のバス運行回数は11回であったが、令和２
年度の運行回数は

北方　貞明

　本市では高齢者が多いことから、ごみステーションま
でのごみ出しに苦慮している。ごみステーションの増設
は考えられないか

　外部検討委員会について、外部検討委員会は任期で２
年となっているが、意見書の提出はいつ頃を目途として
いるのか

　３月議会では、フェリー駐車場跡地は、建設の可能性
が低いと答弁されているが、４月６日の南日本新聞記事
によると、海沿い案はないと言明されているが
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８  議　員 一問一答方式

１ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１）

（２）

ア 　高齢者施設などに頻回・定期的な社会的検査を

イ

ウ 　ＰＣＲ検査等への補助の拡充を

２ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１）

ア

（２）

　都道府県では、「高齢者施設等の集中実施計画」
が策定されているが、鹿児島県の計画は

　「災害問題」～コロナ時代の災害避難と「生理の貧困」問題に
ついて

　避難所や避難生活での「ジェンダーの視点」にたった
取組はできているのか（「男女共同参画の視点　防災・
復興ガイドライン」）

　現状と対策は。国は７つの基本方針とそれぞれの
35課題を掲げ点検できるようにしているが、現状
（課題等）と対策へどう取り組むか

　どうする高齢者・障がい者の「避難支援計画」（垂水
市一部作成済）。誰もが取り残されないための避難体制
づくり

　新型コロナ感染症対策～ワクチンの安全・迅速な接種・検査の
拡充、十分な補償と生活支援を

　社会的検査の拡充と無症状者に焦点をあてた検査で感
染を封じ込める対策を

持留　良一

　「コロナ封じ込め対策」の戦略的対策はあるのか。検
査を広げれば医療崩壊等を招くのか
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ア

（３）

ア

３ 　すべての子どもの権利、個人の尊厳を大切にする教育に 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　学校の在り方、基本的人権「子どもの権利」の視点から

ア

イ

　ジェンダー平等社会実現へ、「生涯通じた健康支援」
として「月経を含む保健の充実推進」と明記（男女共同
参画基本計画）している。（「５人に一人が経済的理由
で生理用品を買うのに苦労している」と任意団体のオン
ラインアンケート）

　要支援者の「避難支援計画」の策定は進んできた
か。また、「課題」等についてどのように対処され
てきたのか。これからの課題についてどのように実
行していくのか

　若者や女性が経済的困窮で生理用品を買えない現
状がコロナ禍で（女性　非正規　パート・時短等）
「生理の貧困」が明らかになった。女性の貧困対策
事業や保健政策としての取組が求められているが見
解を。行政の責任で取組むことで健康、尊厳、健康
支援を行政が支えることになるのではないか

　性的少数者（ＬＧＢＴ）の県からの依頼文書をうけ
て、改善と課題及び今後の取組の視点は（国-「性同一性
障がいに係る児童生徒に対するきめ細やかな対応の実施
等について」Ｈ27/４/30）。多様性と個人の尊厳を大事
にし、これまで取り組まれているが、さらに具体的に検
討していく課題があると思うがどうか

　「校則問題」を今日、どう考え、どのように取り
組んでいるのか。必要性と視点についてどう考える
か（学校を一方的に批判するのでなく、校則問題は
みんなで考え合い、いい解決方向をみつけていこ
う）

　子どもの権利を保障する取組の必要性の見解は
（子どもの権利を主体として位置づけている法制は
基本的に存在していない。自治体では、子ども（の
権利）条例があり意見表明権の保障がある）
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（３） 　「生理の貧困」問題への考え方と対応について

ア

イ

ウ

４

（１）

（２） 　水道料金の「福祉減免制度」への取組を

　水道事業の環境改善～働きやすい環境への改革と貧困・格差を
是正し、「ケア」に手厚い市政に

　検針員の給与改善後の経済情勢の変化の認識と給与へ
の反映と考え方は。雇用対策と地域経済の振興という観
点からも待遇改善が求められていると考えるが見解を

　現在、「コロナ支援策」として、水道料金の支払猶予
制度がある。ひとり親、コロナ対策として一定の条件
（児童扶養手当を受けている世帯・障がい者・介護度の
高い世帯等）を設けて水道料金の「福祉減免」を検討す
る必要があるのではないか。貧困・格差を是正し、「ケ
ア」に手厚い市政にするためにも

　性教育としての視点や健康や尊厳、教育機会の保
障、経済的貧困をどうとらえているか。対策の必要
性についての見解は

　国の「子どもの貧困対策」として施策は、財政的
支援はどうなっているか

　行政の責任で配布することで、生理のある人の健
康、尊厳、教育の機会を行政が支えることになるの
ではないか
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９  議　員 一問一答方式

１ 　漁業振興について 市 長

副 市 長

（１） 　今年度の水産事業 関 係 課 長

（２） 　養殖カンパチ・ブリの販売状況

（３） 　もじゃこ採捕の状況

（４） 　コロナ対策支援事業

２ 　防災について 市 長

副 市 長

（１） 　大雨・台風に備えての対策は 関 係 課 長

３ 　農業振興について 市 長

副 市 長

（１） 　農家への支援について 関 係 課 長

川畑　三郎
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10  議　員 一問一答方式

１ 　犬・猫の多頭飼育について 市 長

副 市 長

（１） 　住民間トラブルの取組は 関 係 課 長

（２） 　殺処分ゼロへの取組は

（３） 　去勢・避妊手術への補助金の考えは

２ 　コロナ禍の避難について 市 長

副 市 長

（１） 　避難所の設置数は十分か。定員超過時の対応は 関 係 課 長

（２）

（３）

（４） 　住民一人一人の避難計画作りを策定すべきでは

３ 　治山工事について 市 長

副 市 長

（１） 　優先順位の決め方について 関 係 課 長

（２）

（３） 　予算化の取組状況は

　密集を事前に避ける方策として、スマートフォン等の
活用は

　近隣宿泊施設と協定を結び、避難所として活用する考
えは。利用した市民への助成金の考えは

　市民への理解を得るために、優先順位の見える化を図
るべきでは（ポイント制の導入）

感王寺　耕造
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４ 　公共物・屋外設置物・農機具等の盗難について 市 長

副 市 長

（１） 　全庁的な管理体制・防犯協会等との連携について 関 係 課 長

（２） 　巡回・啓発・注意喚起について

（３） 　農機具等の保険加入について

（４） 　公共物・屋外設置物盗難後の対応について
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